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行
持
予
定 

◎
大
般
若
会 

　
三
蔵
法
師
の
翻
訳
に
よ
る
大
般
若
経

六
百
巻
を
転
読
し
、
そ
の
功
徳
を
も
っ

て
、
皆
さ
ま
の
幸
せ
を
お
祈
り
す
る
法

要
で
す
。 

　
　
　
　
　
記 

　
三
月
四
日
　
一
〇
時
〜
　
法
要 

　
法
要
後
　
遠
山
洋
子
　
歌
謡
シ
ョ
ー

※
通
常
の
お
札
供
養
と
同
時
に
、
特
別

祈
祷
も
お
申
し
込
み
頂
け
ま
す
。
　 

　
祈
祷
料
は
御
札
代
と
あ
わ
せ
て
三
千

円
で
す
。
二
月
中
に
お
寺
ま
で
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
大
般
若
の
お
札
を
玄
関
に
飾
る
ケ
ー 

ス
が
必
要
な
方
は
お
申
し
付
け
く
だ
さ

い
。
専
用
品
特
注
サ
イ
ズ
。
四
千
円
。 

◎
新
役
員
の
紹
介 

今
後
二
年
間
の
新
役
員
を
お
願
い
す
る

皆
様
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
世
話
に
な
り

ま
す
。 

総
代
長
　
安
藤
正
幸 

総
代
　
　
佐
藤
平
悟
（
会
計
担
当
） 

総
代
　
　
纐
纈
康
歳 

総
代
　
　
佐
藤
章
介 

世
話
人
　
纐
纈
鏡
一
（
沢
尻
） 

世
話
人
　
纐
纈
修
一
（
五
明
） 

世
話
人
　
田
中
　
正
（
杉
之
沢
） 

世
話
人
　
安
田
　
勲
（
福
原
尾
） 

◎
涅
槃
団
子
の
お
届
け 

　
二
月
一
五
日
に
涅
槃
会
法
要
を
営
み

ま
し
た
。
仏
涅
槃
図
前
に
お
供
え
し
、

供
養
し
た
涅
槃
団
子
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。
金
網
か
オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
て
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
美
味
佳

良
か
と
思
い
ま
す
。 

◎
今
後
の
行
持
予
定
（
五
月
ま
で
）
　 

観
音
大
祭 

三
月
一
八
日
　
午
後
一
時
〜
　 

花
祭
り 

（
釈
尊
降
誕
会
　
甘
茶
の
日
） 

四
月
八
日 

弘
法
大
師
祥
当
会 

四
月
二
九
日
【
旧
暦
三
月
二
一
日
】 

※
本
年
の
恵
那
三
十
三
観
音
霊
場
参
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
毎
年
七
月
下
旬
に
小
中
学
生
を
対
象

に
し
た
一
泊
二
日
の
本
山
研
修
旅
行
が

あ
り
ま
す
。
本
年
は
当
山
か
ら
二
名
参

加
で
き
ま
す
。
各
種
補
助
が
あ
り
自
己

負
担
額
が
四
分
の
一
で
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
お
早
め
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
灯
明 

法
灯
明


発　行 

〒509-8232 
恵那市飯地町
919番地 
曹洞宗 

祖廣山 自法寺 
住職 小栗隆博 

郵便振替口座 
00840 
-2-96921 
または 

089店　当座 
　0096921 


